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箱
根
山
は
、
神
奈
川
県
と
静
岡
県
の

県
境
に
位
置
す
る
。
外
輪
山
、
東

西
約
８
㎞
、
南
北
約
12
㎞
の
大
規
模
な
カ

ル
デ
ラ
、そ
し
て
主
峰
の
神か
み
や
ま山

（
１
４
３
８

m
）
や
駒こ
ま
が
た
け

ケ
岳
（
１
３
２
７
m
）
な
ど
の

中
央
火
口
丘
群
か
ら
成
る
。

お
よ
そ
50
万
年
前
頃
か
ら
活
動
を
は
じ
め

た
と
い
わ
れ
る
。
有
史
以
降
、
マ
グ
マ
噴
火

の
記
録
は
な
い
が
、
火
山
性
の
群
発
地
震
が

こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
。

今
か
ら
約
３
０
０
０
年
前
の
神
山
の
最
後

の
噴
火
で
は
、
現
在
の
大お
お
わ
く
だ
に

涌
谷
近
く
で
起
き

た
水
蒸
気
爆
発
で
、
山
体
の
北
西
部
が
崩
壊
。

こ
れ
に
よ
り
発
生
し
た
岩が
ん

屑せ
つ

な
だ
れ
堆
積
物
が

現
在
の
仙せ
ん
ご
く
は
ら

石
原
付
近
に
広
が
り
、
堰
き
止
め
ら

れ
た
水
に
よ
っ
て
芦あ
し
の
こ

ノ
湖
が
形
成
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
木
版
画
「
東
海
道

五
十
三
次
『
箱
根
宿
』」
に
は
、
芦
ノ
湖
を

背
景
に
高
く
そ
び
え
立
つ
山
が
描
か
れ
、
ま

た
、
明
治
時
代
の
中
学
唱
歌
『
箱
根
八
里
』

の
中
で
も
「
天
下
の
嶮
」
と
、
そ
の
険
し
さ

が
歌
わ
れ
る
。
箱
根
山
は
古
く
か
ら
交
通
の

難
所
で
あ
っ
た
。

現
在
、正
月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
「
箱

根
駅
伝
」（
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競

走
）
で
は
、
そ
の
急
峻
な
箱
根
の
山
越
え
が

ひ
と
つ
の
見
せ
場
と
な
っ
て
い
る
。

箱根の山は「天下の嶮
けん

」

芦ノ湖越しにみる駒ケ岳と神山

箱根山
平成 21 年 3月 31 日に噴火警戒レベル１・平常と発表後、予報警報事項に変更はない（1月 13 日現在）。

箱
はこねやま

根山

Vol. 17

神奈川県・静岡県

�
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この絵は 
学校でひなん 
くんれんを、した時のことと、
先生が、お話をしてくれたこ
とを、思い出してかきました。
みんながあわてないで、ひな
んができたらいいなと思い絵
をかきました。わたしと、ク
ラスのおともだちをかいたか
ら、とってもたのしくかきま
した。しょうにはいって、す
ごくうれしかったです。
ありがとうございました。

�
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防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
は

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、
地
震

や
水
害
、
火
山
噴
火
な
ど
の
災
害
発
生
時

か
ら
復
興
に
至
る
ま
で
、
被
災
地
の
た
め

に
復
旧
・
復
興
の
お
手
伝
い
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
指
す
。
家
屋
の
片
付
け

や
炊
き
出
し
等
の
直
接
的
な
復
旧
支
援
の

み
な
ら
ず
、
被
災
者
の
活
力
を
取
り
戻
す

た
め
の
交
流
機
会
作
り
や
被
災
者
へ
の
寄

り
添
い
な
ど
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
う
。

活
動
の
広
が
り

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
古
く
は
関
東
大
震
災
の
際
に

も
み
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
７
年
１
月

17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
、
全
国
か
ら
延
べ
約
１
３
０
万
人
以

上
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

な
ど
、「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の

重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た
。
そ
し
て 

同
年
12
月
、
政
府
は
災
害
対
策
基
本
法
を

改
正
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
災
活
動
の
環
境
整
備

に
努
め
る
こ
と
が
法
律
上
初
め
て
明
記
さ

れ
た
。

活
動
の
動
向

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に
は
、
学
生

を
始
め
、
国
内
外
の
N
G
O
や
医
師
・

建
築
士
等
の
技
能
団
体
、
大
学
・
企
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
種
多
用

な
方
々
が
駆
け
つ
け
た
。

し
か
し
、
全
体
の
約
7
割
が
初
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
す
る
人
た
ち

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
善
意
に
よ
る
活
動

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
者
と
の
感
情
の

摩
擦
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
意
見
の
食

い
違
い
な
ど
の
問
題
が
浮
上
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
近

年
で
は
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
拠
点
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
希
望
者

の
自
発
性
や
自
立
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
ま

た
、
被
災
地
が
受
入
れ
る
際
の
負
担
を
軽

減
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
各
地
域
が
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

�

日本の「ボランティア元年」ともいわれる平成７年の阪神・淡路大震災から 16 年。
これまで全国各地の被災地で防災ボランティア活動が展開され、大きな役割を

果たしてきた。さまざまな経験や教訓を踏まえて変化を遂げてきた防災ボランティア
活動を振り返り、被災者とボランティアをつなぐ「災害ボランティアセンター」、ボ
ランティア活動を行う場合の心がまえや準備、そして防災ボランティアの方々に力を
発揮していただく為の受け入れ側の環境整備としての「受援力」について紹介する。

防災ボランティア
特集避難所での足湯の様子（新潟県刈羽村）

写真提供：菅磨志保
被災された方に救援物資を届けている様子
（山口県岩国市美川町）
写真提供：美川町災害ボランティアセンター

家屋周辺の泥だしを
している様子（福井県）
写真提供：蓮本浩介
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　台風第14号（12,200人）

害

雨

8月　台風第15号

　 害（11,500人）

平成16年10月　新潟県中越地震（95,000人）

274, 600人）

平成16年9月　台風第21号及び台風第22号（11.900人）

平成12年6月　東京都三宅島噴火災害

平成5 年7月　北海道南西沖地震（9,000人）

平成12年3月　 北海道有珠山噴火災害（9,300人）

平成20年 6月　岩手・宮城内陸地震

平成16年7月　新潟・福島豪雨（45,200人）
平成19年7月　新潟県中越沖地震（28,300人）

（15,300人）

平成14年7月　台風第6号

月 日からの大雨

平成15年7月　宮城県北部を震源とする地震

平成7年1月　阪神・淡路大震災（1,377,300人）

平成12年9月　秋雨前線豪雨災害(東海豪雨)（19,600人）

平成18年7月　梅雨前線による豪雨（21,000人）

平成20年8月末豪雨

高知県南西部豪雨災

延べ約10,000人以上の防災ボランティア活動が行われた地域
上記以外の防災ボランティア活動が行われた地域

※（　　　）内、参加ボランティアの延べ人数
※参加ボランティアの延べ人数は、防災白書、内閣府（防災担当）が実施した「災害
ボランティアセンター調査」の結果などをもとに作成

平成17年9月　

平成9年7月　鹿児島県出水市土石流災害

平成15年7月　梅雨前線豪雨

平成17年3月　福岡県西方沖を震源とする地震

平成16年8

平成13年9月

平成21年7月　中国・九州北部豪雨（9,700人）

平成12年10月　鳥取県西部地震

平成13年3月　芸予地震

平成16年8月　台風第16号

平成9年1月　ナホトカ号海難・流出油災害（274, 60

平成16年7月　福井豪雨 (60,200人)

平成16年10月　台風第23号（44,500人）

平成5 

平成19年3月　能登半島地 震（

平成20年7 28

平成21年8月　台風第9号（22,700人）

近年の防災ボランティア活動の被災地でのあゆみ

● 避難所でのお手伝い 
（炊き出し、洗濯など）

● 話し相手

● 子どもの遊び相手、託児代行

● ペットの世話

● 暮らしに必要な情報の提供支援 
（FM 放送、ニュースレター、 

ミニコミ誌など）

● 家の片付け

● 水害の場合の泥だし

● 暮らしのお手伝い 
（お買い物、家事手伝い、家庭教師など）

● 配食サービス

● 生活物資等の訪問配布

● 被災された方々に元気になっていただくための 
交流機会づくり、イベント開催

● 暮らしの再建のための専門家の相談会、勉強会

● 復興期における地域おこしのお手伝い

被災地で行われた防災ボランティア活動の例



ぼ う さ い      1 月号  ( 第61 号 )

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

災
害
時
に
被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
拠
点
。
近
年
、
大

き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
被
災

地
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

運
営
の
担
い
手

一
般
的
に
、
被
災
地
域
の
社
会
福
祉
協
議

会
、
日
頃
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
方
々
、
行
政
が
協
働
し
て
担
う
こ
と

が
多
い
。
ま
た
被
災
地
外
か
ら
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
経
験
者
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
関
わ
る
場
合
も
あ
る
。

主
な
活
動
内
容

● 

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

活
動
内
容
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
の
各
戸

配
布
や
、
地
域
の
実
情
を
よ
く
知
る
地

元
関
係
者
な
ど
を
通
じ
て
被
災
者
の

ニ
ー
ズ
の
収
集
を
行
う
。
機
動
性
の
あ

る
バ
イ
ク
隊
の
派
遣
な
ど
を
行
い
直
接

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
回
る
場
合

も
あ
る
。

�

情報収集班

現地で、道路状況・家屋の状況・被災者のニーズを
収集します。

活動を終了したら、状況や
継続ニーズ、留意事項を
整理して記録します。

ボランティアに対し、活動上の留意点
についてオリエンテーションを行います。

”被災者のニーズ”の受付・管理を
行います。

道路状況や家屋の状況等について
情報を集約します。
マスコミと連携を図って広報を行うほか、
インターネットを活用して情報発信を
行います。

※上記のほか、ボランティアの休憩場所、医療救護所が
　設置される場合があります。

災害ボランティアセンターの動きの一例です。

報告・記録

出発前の説明
（オリエンテーション）

道具・地図の受付

活動現場へ移動

災害ボランティアセンター

活動現場

情報班

ニーズ班

被災地外からの
ボランティア

要望（ニーズ）とボランティアの
調整マッチングをします。

家の片づけをしたいのだけど
ボランティアにもお手伝いを
お願いできますか？

調整（マッチング）班
ボランティア受付班
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● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

受
け
入
れ
・
調
整

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
希
望
者
の
受
け
入
れ
を
調
整

す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
は
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
受
付
を

行
い
、
被
災
地
の
状
況
把
握
や
活
動
準

備
を
行
う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
中
の
事
故
な
ど
に
備
え
て
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
」
へ
の
加
入
手
続
き
も

行
う
（
未
加
入
者
の
み
。
原
則
、
被
災

地
に
入
る
前
に
加
入
し
て
お
く
）。

● 

資
機
材
の
受
付
・
貸
し
出
し

活
動
の
た
め
に
必
要
な
地
図
や
道
具
は
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
準
備

し
て
貸
し
出
す
場
合
が
あ
る
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

被
災
者
の
要
請
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
。
活
動
現
場
の
家
屋
や
避
難

所
ま
で
の
交
通
手
段
を
手
配
す
る
場
合

も
あ
る
。

● 

報
告
・
振
り
返
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
活
動
が
終
わ
っ
た
後
、

活
動
結
果
や
気
付
い
た
こ
と
、
住
民
か

ら
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
セ
ン
タ
ー
に
報
告

し
、
そ
の
後
の
活
動
に
活
か
す
。

�

情報収集班

現地で、道路状況・家屋の状況・被災者のニーズを
収集します。

活動を終了したら、状況や
継続ニーズ、留意事項を
整理して記録します。

ボランティアに対し、活動上の留意点
についてオリエンテーションを行います。

”被災者のニーズ”の受付・管理を
行います。

道路状況や家屋の状況等について
情報を集約します。
マスコミと連携を図って広報を行うほか、
インターネットを活用して情報発信を
行います。

※上記のほか、ボランティアの休憩場所、医療救護所が
　設置される場合があります。

災害ボランティアセンターの動きの一例です。

報告・記録

出発前の説明
（オリエンテーション）

道具・地図の受付

活動現場へ移動

災害ボランティアセンター

活動現場

情報班

ニーズ班

被災地外からの
ボランティア

要望（ニーズ）とボランティアの
調整マッチングをします。

家の片づけをしたいのだけど
ボランティアにもお手伝いを
お願いできますか？

調整（マッチング）班
ボランティア受付班

イラスト：井塚 剛
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防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
が
ま
え

被
災
地
に
は
、
全
国
か
ら
数
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
結
す
る
た
め
、
何
の
準

備
も
せ
ず
に
参
加
し
て
は
、
か
え
っ
て
被

災
地
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
る
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
被
災
地
の
情
報

収
集
や
持
ち
物
の
準
備
な
ど
、
被
災
地
に

負
担
を
か
け
な
い
備
え
と
心
が
ま
え
を

も
っ
て
参
加
す
る
。
ま
た
、
危
険
な
地
域

で
の
活
動
は
避
け
る
よ
う
に
し
よ
う
。

被
災
者
中
心
の
支
援

主
役
は
被
災
者
。
そ
し
て
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
被
災
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

存
在
で
あ
る
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と

は
「
被
災
者
へ
の
心
配
り
」。
被
災
地
の

環
境
や
被
災
者
の
立
場
も
様
々
。
不
用

意
な
発
言
、
ま
た
、
自
分
の
経
験
に
よ

る
判
断
を
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、
被

災
者
の
気
持
ち
や
立
場
に
配
慮
し
た
支

援
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

自
己
管
理
と
自
己
完
結

往
復
の
交
通
費
の
負
担
や
宿
泊
先
確

保
に
加
え
、
水
・
食
料
・
薬
・
着
替
え
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
な
ど
、
必

要
な
備
え
を
行
い
、「
自
己
完
結
」
で
被

災
地
に
入
る
。
活
動
中
は
健
康
状
態
に

気
を
つ
け
、
不
調
に
な
っ
た
ら
早
め
に

活
動
を
や
め
る
勇
気
を
持
と
う
。

�

救
援
物
資
を
送
る
と
き
に
は 

気
を
つ
け
よ
う
！

救
援
物
資
は
、
人
の
善
意
か
ら
生
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
無
秩
序
に
殺
到
す

る
と
そ
の
量
や
種
類
の
多
さ
に
被
災
地

を
混
乱
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。
一
人
ひ

と
り
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ

い
て
送
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
物

資
を
送
る
場
合
は
、
以
下
の
こ
と
に
気

を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

○ 

被
災
地
が
必
要
と
し
て
い
る
物

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

被
災
地
が
必
要
と
す
る
も
の
に

換
え
ら
れ
る
お
金
を
送
る
こ
と

も
考
え
ま
し
ょ
う
。

○ 

物
資
を
送
る
場
合
は
、
な
る
べ

く
地
域
や
学
校
・
職
場
等
で
、

数
量
を
ま
と
め
て
か
ら
送
付
し

ま
し
ょ
う
。

○ 

品
名
や
数
量
等
を
明
記
し
た
全

体
の
リ
ス
ト
等
を
つ
け
て
送
り

ま
し
ょ
う
。

○ 

下
着
類
は
新
品
、
又
は
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
し
た
も
の
を
送
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
電
池
等
、
交

換
の
必
要
な
物
は
予
備
を
つ
け

る
な
ど
受
け
取
る
側
の
立
場
で

考
え
ま
し
ょ
う
。

○ 

生
も
の
、
賞
味
期
限
の
短
い
食

品
、
ガ
ラ
ス
容
器
な
ど
の
割
れ

や
す
い
も
の
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
等

の
危
険
物
等
は
原
則
と
し
て
送

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

イラスト：井塚 剛

活動の装備は「多すぎず、少なすぎず」。服装や携行品
は、災害の種類や規模、活動時期によって異なるので、
状況に合わせて必要最小限のものを用意しよう。

● 帽子・ヘルメット 
● マスク 
● 軍手やゴム手袋 

（滑り止めのついたものが便利）
● 長袖・長ズボン 

（短パンは×、動きやすく、吸湿性・通気性や
防寒を考慮したもの）

● タオル 
● 長靴・運動靴 
● 着替え（活動後の着替え）
● 雨具 

（小雨でも活動する場合が多いため、上下分か
れた雨具も便利）

● 常備薬、目薬やうがい薬 
● 食べ物・飲み物 

（腐りにくいものを用意。汗をかくので、水分・
塩分はこまめにとる）

防災ボランティアの服装や持ち物の一例



ぼ う さ い      1 月号  ( 第61 号 )

受
援
力

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
十
分
に
力
を

発
揮
す
る
た
め
の
環
境
整
備

「
受
援
力
」
と
は
、
被
災
地
と
な
っ
た

際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
地
域
で
受
け
入

れ
る
た
め
の
環
境
や
知
恵
な
ど
、「
支
援

を
受
け
る
力
」
を
さ
す
。

被
災
者
に
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
、

外
部
の
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
支
援
を
受
け

る
こ
と
へ
の
警
戒
心
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
て
し
ま
う

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
十
分
に
力
を

発
揮
で
き
な
い
事
例
が
見
ら
れ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
う
ま
く
引
き

出
す
こ
と
は
、
被
災
地
の
復
興
を
早
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

こ
れ
ま
で
の
事
例
や
教
訓
か
ら
得
ら

れ
た
、
被
災
地
外
か
ら
の
「
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
支
援
を
円
滑
に
受
け
入
れ

る
た
め
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
知
る

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
困
っ
て
い

る
人
の
手
助
け
を
し
た
い
」
と
被
災
地

に
集
ま
っ
た
人
た
ち
。
避
難
所
で
の
手

伝
い
や
被
災
者
の
暮
ら
し
の
手
助
け
な

ど
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
支
援

を
行
う
（
５
頁
「
被
災
地
で
行
わ
れ
た

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
例
」
参
照
）。

見
知
ら
ぬ
人
に
手
伝
い
を
頼
む
こ
と

へ
の
遠
慮
や
抵
抗
感
を
感
じ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、「
困
っ
て
い
る
と
き
は
お
互

い
様
」
と
考
え
て
頼
ん
で
み
る
と
よ
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
食

事
、
宿
泊
、
報
酬
な
ど
の
心
配
は
い
ら

な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
基
本
的
に

日
中
行
わ
れ
る
が
、
天
候
等
に
よ
り
活

動
を
行
わ
な
い
こ
と
や
、
人
数
が
少
な

い
場
合
は
す
ぐ
に
対
応
出
来
な
い
こ
と

も
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側
の
状
況
を

理
解
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
。

被
災
地
側
か
ら
積
極
的
に
伝

え
る被

災
地
の
外
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
被
災
地
の
土
地
勘
も
無
く
、

ま
た
各
被
災
者
の
細
か
な
ニ
ー
ズ
な
ど
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
依
頼
を
す
る

際
に
は
、
地
域
や
身
の
回
り
の
状
況
、

困
っ
て
い
る
人
の
年
齢
・
性
別
、
ど
ん

な
人
な
の
か
な
ど
、
で
き
る
だ
け
具
体

的
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

日
頃
の
準
備
で
「
受
援
力
」
を

高
め
る

地
域
の
危
険
箇
所
の
確
認
や
そ
の

マ
ッ
プ
作
り
な
ど
、
日
頃
か
ら
地
域
の

情
報
整
理
を
し
て
お
く
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
時
に
役
立
つ
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
実

際
に
設
置
す
る
訓
練
を
行
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
の
で
、
訓
練
に
参
加
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
方
法
な
ど
を

体
験
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
だ
。

市
区
町
村
役
場
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

自
治
会
、
民
生
委
員
な
ど
、
災
害
時
に

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
く
れ
る
地
域
の
担

当
者
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
大
事
だ
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
実
情
を
知
る
人
た

ち
が
パ
イ
プ
役
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ

に
す
す
ん
だ
事
例
も
み
ら
れ
て
い
る
。

地
域
そ
れ
ぞ
れ
が
受
援
力
に

つ
い
て
考
え
る

都
市
部
・
山
間
部
な
ど
の
地
域
性
や

被
災
状
況
の
程
度
な
ど
、
被
災
地
の
状

況
は
千
差
万
別
。
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
方
も
様
々
だ
。
地
域
レ
ベ

ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
最
適
な
形
を
検
討
し

て
お
く
こ
と
が
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備

え
と
し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

�

自治会、民生委員や地区社協等の地域の状況を知っ
ている人たちが、被災した家々を回り、ボランティ
ア支援の要請をとりまとめて災害ボランティアセン
ターへ報告。ボランティアが数件の家で試験的に活
動したことによって、その内容が理解され、ニーズ
も増えた。

家屋周辺の片付けをしている様子（石川県輪島市） 
写真提供：黒澤司

自治会役員、民生委員がニーズの窓口に
（能登半島地震などのケース）

内閣府（防災担当）

防災ボランティア活動防災ボランティア活動 の多様な支援活動を受け入れる

地域の『受援力』を高めるために
じゅえんりょく

地域の『受援力』を高めるために
じゅえんりょく

内
閣
府
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
多
様
な
支
援
活
動
を
受
け
入
れ
る
～

地
域
の
『
受
援
力
』
を
高
め
る
た
め
に
」  

h
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災害に備えて、
家族と常に話し合っています

歌手

早見優さん

Active 
Human  
List 5

歌
手
活
動
の
ほ
か
、
情
報
番
組
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
に
も
数
多
く
出
演
。 

ま
た
、
趣
味
の
社
交
ダ
ン
ス
や
ワ
イ
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
資
格
の
取
得
な
ど 

公
私
共
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
早
見
優
さ
ん
。

小
学
４
年
生
と
２
年
生
の
二
人
の
お
嬢
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
学
校
の
出
来
事
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
、 

ま
た
早
見
さ
ん
の
仕
事
の
話
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
を
作
り
、 

普
段
か
ら
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

はやみ・ゆう●日本生まれ。3歳から 14 歳までをグアム
やハワイで過ごし、1982 年に歌手デビュー。以後、国際
感覚を活かしてテレビや舞台などで活躍。近年は絵本の
翻訳、料理本や子育てエッセイの執筆、またシンポジウ
ム出演など、子育てと両立しながら幅広い分野で活動し
ている。今年 2月には、10 年ぶりのミュージカルに出演。
東京、福岡、広島、金沢、大阪で公演が予定されている。
「パワーは自分の中から湧き出るものだと友人に言われた
んです。私も常に自分のパワーが湧き出るように、いろ
いろなことに挑戦していきたいと思っています」と話す。

撮影：相澤　正
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早
見
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
を
持
っ
て

か
ら
防
災
を
強
く
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

「
子
供
が
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
頃

『
自
分
が
仕
事
に
行
っ
て
い
る
間
に
、
万

が
一
、
大
き
な
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う

す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
』
と
」、
そ
ん
な

最
初
の
疑
問
か
ら
、「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

さ
ん
と
災
害
時
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
な

ど
を
相
談
し
て
い
ま
し
た
」

「
今
は
、
娘
た
ち
も
小
学
生
に
な
っ

て
い
ろ
い
ろ
と
理
解
で
き
る
年
齢
に
な

り
ま
し
た
。
主
人
と
私
は
共
働
き
な
の

で
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
ど
う
す
べ

き
か
は
、
や
は
り
子
供
た
ち
自
身
が
把

握
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」

お
子
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
、
非
常
持

ち
出
し
袋
の
中
身
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、

災
害
時
の
待
ち
合
わ

せ
場
所
の
確
認
や
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の

話
な
ど
も
普
段
か
ら

し
て
い
る
そ
う
だ
。

「『
今
日
、
学
校
で

防
災
訓
練
が
あ
っ
た

よ
』
と
い
う
話
が
子

供
た
ち
か
ら
出
た
と

き
に
は
『
じ
ゃ
あ
、

う
ち
だ
っ
た
ら
ど
う

す
る
？
』
と
聞
い
て

み
る
ん
で
す
。
子
供
た
ち
は
『
地
震
が

来
た
ぁ
』
な
ん
て
言
い
な
が
ら
家
で
も

練
習
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

「
家
で
は
子
供
た
ち
も
一
緒
に
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
、
家
族
で
い
ろ
い
ろ
と
話
し

合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子
供
っ
て

大
人
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す

よ
ね
。
先
日
、
ア
メ
リ
カ
で
起
き
た
竜

巻
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
と
き
に
は
、

『
マ
マ
、
地
下
室
を
掘
ら
な
い
と
！
』
と

か
、『
竜
巻
が
起
き
た
ら
ど
こ
に
い
け
ば

い
い
の
か
な
？
』
と
か
、
子
供
は
い
ろ

い
ろ
想
像
力
も
豊
か
で
す
ね
」（
笑
）

早
見
さ
ん
が
以
前
司
会
を
つ
と
め
て

い
た
テ
レ
ビ
の
生
活
情
報
番
組
で
は
、

防
災
情
報
も
取
り
上
げ
、
早
見
さ
ん
自

身
も
実
際
に
取
材
に
出
か
け
た
。

「
実
は
私
、
娘
た
ち
が
入
っ
て
い
る

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
な
ん
で

す
。
先
日
、
何
人
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
お
母
さ
ん
方
と
一
緒
に
、
13
人
ぐ
ら

い
子
供
た
ち
を
連
れ
て
防
災
館
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
番
組
で
取
材
を

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
ん
で
す

よ
」
と
、
仕
事
で
得
た
防
災
情
報
も
し
っ

か
り
と
活
か
し
て
い
る
早
見
さ
ん
。

「
防
災
館
で
は
、
防
災
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
、
こ

う
い
う
所
に
大
勢
で
来
て
体
感
す
る
と

楽
し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
て
、
み

ん
な
で
行
っ
て
み
た
ん
で
す
」

消
火
器
の
使
い
方
や
、
煙
が
出
た
部

屋
か
ら
の
脱
出
、
ま
た
ス
ク
リ
ー
ン
に
向

か
っ
て
行
う
放
水
訓
練
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
、
子
供
も
大
人
も
一
緒

に
体
験
で
き
た
。

「
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
大
人
の

方
が
あ
た
ふ
た
し
て
し
ま
い
ま
し
て
…
。

子
供
た
ち
の
方
は
、
学
校
で
防
災
訓
練

を
受
け
て
い
ま
す
か
ら
、『
テ
ー
ブ
ル
の

下
に
も
ぐ
ら
な
き
ゃ
！
』
と
言
い
な
が

ら
す
ぐ
に
行
動
し
て
い
る
ん
で
す
。
子

供
た
ち
の
方
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ

と
に
気
が
付
い
て
、
私
た
ち
大
人
は
少
々

反
省
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」（
笑
）

「
実
際
、
突
然
災
害
に
襲
わ
れ
た
ら
行

動
す
る
の
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。
で
き

る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
、
少
し
で
も
訓
練
を

し
て
い
れ
ば
違
う
の
だ
な
と
感
じ
て
い

ま
す
」
と
、
普
段
の
訓
練
の
大
切
さ
に

つ
い
て
話
す
早
見
さ
ん
。
好
奇
心
旺
盛

な
お
子
さ
ん
た
ち
と
新
し
い
発
見
を
し

な
が
ら
、
家
庭
で
も
楽
し
く
防
災
対
策

を
実
践
中
だ
。
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普段から訓練しておけば 
“ いざという時に違う ” と
感じています

撮
影
：
相
澤　

正

早見さんが出演するミュージカル舞台「『ヒロイン』
～女たちよタフであれ～」

資料提供：アトリエ・ダンカン
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○
は
じ
め
に

本
年
１
月
13
日
に
公
共
土
木
施
設
に
係
る
局

地
激
甚
災
害
指
定
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
年
、
局
地
的
豪
雨
が
増
え
る
傾
向

に
あ
る
中
、
過
疎
地
域
等
財
政
規
模
の
小
さ
い

市
町
村
を
中
心
に
、
局
地
的
で
は
あ
る
も
の
の

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
り
、
公
共
土
木
施
設
等
に
係
る

指
定
基
準
改
正
と
し
て
は
、
平
成
12
年
以
来
の

大
き
な
改
正
で
す
。　

○
激
甚
災
害
制
度

激
甚
災
害
制
度
は
、「
激
甚
災
害
に
対
処
す

る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
地
方
財
政
の
負
担
を
緩
和
し
、
又

は
被
災
者
に
対
す
る
特
別
の
助
成
を
行
う
こ
と

が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
当
該
災
害
を
激
甚
災
害
と
し
て
指
定

し
、
併
せ
て
当
該
災
害
に
対
し
て
適
用
す
べ
き

災
害
復
旧
事
業
等
に
か
か
る
国
庫
補
助
の
特
別

措
置
等
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

激
甚
災
害
の
指
定
に
は
、
全
国
規
模
の
災
害

を
特
に
地
域
を
定
め
ず
指
定
す
る
も
の
と
、
局

地
的
な
災
害
を
市
町
村
単
位
で
指
定
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
前
者
を
「
本
激
」、
後
者
を
「
局

激
」
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
中
央
防
災

会
議
で
決
定
し
た
「
激
甚
災
害
指
定
基
準
」、「
局

地
激
甚
災
害
指
定
基
準
」
に
該
当
す
る
災
害
を

指
定
し
て
い
ま
す
。

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
場
合
、
例
え
ば
、

公
共
土
木
施
設
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
７
割
程

度
の
国
庫
補
助
が
な
さ
れ
て
い
る
河
川
、

道
路
等
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、

１
～
２
割
程
度
補
助
率
が
か
さ
上
げ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
基
準
改
正
の
背
景

近
年
、
日
降
水
量
2
0
0
㎜
以
上
の
大

雨
、
１
時
間
降
水
量
50
㎜
以
上
の
大
雨
の

発
生
回
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
大
雨
は
局
地
的
に
発
生
し
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
傾
向
に
あ
り
ま

す
。平

成
22
年
の
災
害
で
は
、
7
月
の
梅
雨

期
豪
雨
に
よ
る
広
島
県
庄
原
市
、
10
月
の

奄
美
地
方
の
豪
雨
に
よ
る
鹿
児
島
県
奄
美

市
な
ど
で
、
記
録
的
な
大
雨
が
観
測
さ
れ
、

土
砂
災
害
、
道
路
法
面
の
崩
落
、
路
盤
の

崩
壊
、
河
道
閉
塞
に
よ
る
溢
水
等
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

局
地
的
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
は
、
過
疎

地
域
や
中
山
間
地
域
な
ど
財
政
規
模
の
小

さ
な
市
町
村
に
お
い
て
目
立
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
人
口
・

経
済
の
空
洞
化
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
都

市
部
と
の
格
差
が
拡
大
し
、
さ
ら
に
、
福

祉
関
係
の
歳
出
が
増
加
す
る
な
ど
災
害
復

旧
事
業
に
対
応
し
づ
ら
い
地
方
財
政
構
造

に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

公
共
土
木
施
設
等
に
係
る
局
地
激
甚
災

害
の
指
定
基
準
は
、
市
町
村
が
負
担
す
る

災
害
復
旧
事
業
の
事
業
費
が
当
該
市
町
村
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局地激甚災害指定基準の 
改正について

広島県庄原市川北町篠堂の被害状況 
（写真提供：㈱パスコ／国際航業㈱）

鹿児島県奄美市住用町の被害状況
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の
標
準
税
収
入
の
50
％
を
超
え
る
こ
と
が
要
件

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
過
疎
地
域
等
の
市
町
村

で
は
現
行
指
定
基
準
を
下
回
る
規
模
の
災
害
復

旧
事
業
で
も
重
い
負
担
と
な
る
こ
と
も
多
い
こ

と
か
ら
、
指
定
基
準
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

○
基
準
改
正
の
内
容

従
来
の
指
定
基
準
に
加
え
、
標
準
税
収
入
が

50
億
円
以
下
の
市
町
村
に
お
い
て
生
じ
た
、
査

定
事
業
費
２
・
５
億
円
を
超
え
る
災
害
に
つ
い

て
、
査
定
事
業
費
の
標
準
税
収
入
割
合
が
20
％

を
超
え
る
市
町
村
を
局
地
激
甚
災
害
の
対
象
に

追
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
基
準
改
正
の
背
景
で
記
述
し
た
よ

う
に
、
財
政
規
模
の
小
さ
い
市
町
村
の
状
況
変

化
に
対
応
す
る
も
の
で
、
査
定
事
業
費
が
一
定

額
以
上
の
規
模
に
達
し
て
い
る
場
合
に
は
、
標

準
税
収
入
割
合
を
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
す
。

な
お
、
上
記
措
置
と
の
均
衡
上
、
標
準
税
収

入
50
億
円
～
1
0
0
億
円
の
市
町
村
に
つ
い
て
、

財
政
規
模
に
応
じ
て
、
20
％
超
～
50
％
超
と
す

る
調
整
措
置
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
災
害
へ
の
適
用

今
回
の
基
準
改
正
は
、
平
成
22
年
に
発
生
し

た
災
害
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
改
正
に
よ
り
、
局
地
的
に
で
は
あ
る
が
大
き

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
も
の
の
、
従
来
の
指

定
基
準
で
は
局
地
激
甚
災
害
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
市
町
村
が
新
た
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
岐
阜
県

八
百
津
町
、
広
島
県
庄
原
市
、
山
口
県
美
祢
市
、

台
風
第
９
号
に
よ
る
静
岡
県
小
山
町
、
奄
美
豪

雨
に
よ
る
鹿
児
島
県
奄
美
市
、
瀬
戸
内
町
な
ど

が
対
象
と
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

○
お
わ
り
に

災
害
の
種
類
、
規
模
は
多
種
多
様
で
あ
り
、

ま
た
、
被
害
に
つ
い
て
は
社
会
資
本
の
整
備
状

況
や
経
済
活
動
の
状
況
等
に
よ
り
変
化
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
基
準
改
正
に
よ
り
、
近
年
増
加
傾
向

に
あ
る
局
地
的
豪
雨
に
対
応
し
た
制
度
運
用
が

可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
市
町
村
の
復
旧
・
復
興

を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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当
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室
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Ⅰ　

関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
開
催

１
月
21
日
、
今
冬
期
の
大
雪
等
へ
の
対
策
に
関

す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
松
本
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
防
災
）
出
席
の
下
に
開
催
し
、
国
民
の

安
全
・
安
心
へ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
政
府
と

し
て
一
丸
と
な
っ
て
総
合
的
か
つ
積
極
的
な
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
冬
期
に
お
い
て
は
、
年
末
年
始
に
か
け
て

西
日
本
の
日
本
海
側
で
記
録
的
な
大
雪
に
な
る
な

ど
、
大
雪
等
に
よ
り
各
地
で
被
害
が
生
じ
て
い
ま

す
。

Ⅱ　

こ
れ
ま
で
の
対
策

こ
れ
ま
で
の
対
策
と
し
て
は
、
①
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
と
し
て
、除
雪
等
の
適
切
な
道
路
管
理
、

通
信
・
電
気
・
ガ
ス
の
確
保
へ
の
要
請
、
自
衛
隊

の
災
害
派
遣
な
ど
、②
農
林
漁
業
者
支
援
と
し
て
、

漁
船
等
被
害
の
対
応
、
被
災
農
林
漁
業
者
の
経
営

安
定
の
た
め
の
金
融
措
置
、
ハ
ウ
ス
栽
培
に
お
け

る
大
雪
被
害
へ
の
対
応
な
ど
、
③
災
害
発
生
時
の

備
え
と
し
て
、
防
災
気
象
情
報
の
発
表
・
解
説
、

災
害
即
応
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関
へ
の
雪
害
対

策
強
化
等
に
つ
い
て
の
通
知
発
出
な
ど
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
更
な
る
徹
底
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

Ⅲ　

こ
れ
か
ら
の
対
応

加
え
て
今
後
は
、
①
地
方
公
共
団
体
の
講
ず
る

措
置
へ
の
支
援
と
し
て
、
道
路
に
係
る
除
雪
費
用

の
追
加
配
分
等
の
検
討
、
豪
雪
被
害
に
係
る
特
別

交
付
税
措
置
、
公
共
土
木
施
設
等
の
災
害
復
旧
に

要
す
る
経
費
の
負
担
（
補
助
）
な
ど
、
②
被
災
者

支
援
と
し
て
、
金
融
上
の
措
置
の
要
請
な
ど
、
③

普
及
啓
発
と
し
て
、
雪
に
対
す
る
減
災
の
知
恵
を

と
り
ま
と
め
、
内
閣
府
の
雪
害
対
策
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
け
る
普
及
啓
発
な
ど
を
必
要
に
応
じ

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
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Ⅰ　

訓
練
の
実
施
概
要

本
訓
練
は
、
東
京
湾
北
部
を
震
源
と
す
る
Ｍ

７
・
３
の
地
震
が
発
生
し
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

東
京
都
及
び
神
奈
川
県
の
１
都
３
県
に
最
大
震
度

６
強
の
揺
れ
が
観
測
さ
れ
、
各
地
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
等
の
想
定
で
、
緊
急
災
害
現
地
対
策

本
部
の
業
務
に
つ
い
て
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
形

式
で
の
図
上
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
、
東
内
閣
府
副
大
臣
（
緊
急
災

害
現
地
対
策
本
部
長
）
を
は
じ
め
、
関
係
省
庁
、

９
都
県
市
（
１
都
３
県
、
５
政
令
市
（
横
浜
市
、

川
崎
市
、
千
葉
市
、
さ
い
た
ま
市
、
相
模
原
市
））

の
ほ
か
、
初
め
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
事
務
局
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
指
定
公
共
機
関
（
東
京
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

も
参
加
し
ま
し
た
（
参
加
人
員
は
、
こ
れ
ま
で
の

最
大
規
模
と
な
る
約
２
６
０
名
）。　

Ⅱ　

図
上
訓
練
の
内
容

訓
練
を
統
括
す
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
が
付
与
す
る
具

体
的
な
各
種
の
状
況
（
救

助
・
救
急
、
部
隊
・
物
資

等
の
輸
送
調
整
、
緊
急
輸

送
ル
ー
ト
の
変
更
、
物
資

の
調
達
、
帰
宅
困
難
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
関
す

る
状
況
）
に
対
応
し
て
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
訓

練
対
象
者
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
自
身
が
、
情
報
の
収

集
、
状
況
判
断
、
対
応
策
等
の
検
討
を
行
い
、
そ

の
業
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
９

都
県
市
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

等
に
関
す
る
検
証
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
検
証

の
際
に
は
、
初
め
て
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
検

証
も
行
い
ま
し
た
。

Ⅲ　

大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
応

首
都
直
下
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
と
き
は
、
直
ち
に
関
係
省
庁
の
局
長
級
の
メ

ン
バ
ー
が
総
理
官
邸
に
参
集
し
、
事
態
の
把
握

を
行
い
、政
府
の
対
応
を
協
議
し
ま
す
。
そ
の
後
、

内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
て
全
閣
僚
で
構

成
さ
れ
る
緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
救

助
部
隊
の
派
遣
等
被
災
地
の
支
援
に
総
力
を
挙

げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
機
動
的
か
つ
迅
速

な
災
害
応
急
対
策
の
推
進
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
緊
急
災
害
現
地
対

策
本
部
を
設
け
、
現
地

で
の
対
応
も
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

首
都
直
下
地
震
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、「
有

明
の
丘
基
幹
的
広
域
防

災
拠
点
施
設
」
に
、
政

府
の
緊
急
災
害
現
地
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
る

予
定
で
す
。

Ⅳ　

今
後
の
課
題

今
回
の
訓
練
で
得
た
貴
重
な
成
果
を
整
理
し
、

政
府
の
現
地
対
策
本
部
と
し
て
の
体
制
、
業
務
手

順
の
要
領
等
に
具
体
的
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、本
部
要
員
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
に
努
め
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
に
万
全
を
尽
く
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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平成２２年度政府総合図上訓練 防災の動き
Disaster Management News

平成 23 年 1月 14 日、「有明の丘基幹的広域防災拠点施設」（所在地：東京都江東区）
において、首都直下地震を想定した政府総合図上訓練を実施しました。

状況報告を受ける東内閣府副大臣

オペレーションルームでの訓練の様子

政府現地対策本部会議（本部長：東内閣府副大臣）
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内
閣
府
で
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
防
災
意

識
を
高
め
て
も
ら
い
、
日
頃
か
ら
具
体
的

な
「
備
え
」
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を

広
げ
て
い
く
た
め
、
毎
年
、
防
災
推
進
協
議
会
と

の
共
催
で
、「
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

第
26
回
に
あ
た
る
本
年
度
は
、「
幼
児
・
小
学

１
～
４
年
生
の
部
」「
小
学
５
・
６
年
生
の
部
」「
中

学
生
・
高
校
生
の
部
」「
一
般
の
部
」
の
４
部
門

に
つ
い
て
、
昨
年
７
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
の
期

間
に
作
品
募
集
を
行
い
、
全
国
か
ら
５
０
５
４
点

の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
、
予
備
審
査
、
本

審
査
を
経
て
、「
防
災
担
当
大
臣
賞
（
４
作
品
）」、

「
防
災
推
進
協
議
会
会
長
賞
（
４
作
品
）」、「
佳
作

（
11
作
品
）」
及
び
「
入
選
（
１
９
６
作
品
）」
が

選
出
さ
れ
ま

し
た
。

１
月
14
日 

の
表
彰
式
に

は
、「
防
災

担
当
大
臣

賞
」
と
「
防

災
推
進
協
議

会
会
長
賞
」

の
受
賞
者
が

出
席
し
、
松

本
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣

（
防
災
）、
近

衞
防
災
推
進

協
議
会
会
長

（
日
本
赤
十
字

社
社
長
）
よ

り
賞
状
が
授

与
さ
れ
ま
し

た
。入

賞
作
品

は
防
災
施
策

の
周
知
ポ
ス

タ
ー
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等

に
活
用
す
る

ほ
か
、
各
地

の
防
災
体
験

学
習
施
設
や
「
防
災
フ
ェ
ア
」
な
ど
の
行
事
で
展

示
を
す
る
な
ど
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
防
災
知
識

の
普
及
・
啓
発
を
目
的
と
し
て
様
々
な
場
面
で
広

く
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
担
当
大
臣
賞
（
４
作
品
）

幼
児
・
小
学
１
～
４
年
生
の
部

樋
口　

雄
大
（
ひ
ぐ
ち　

ゆ
う
だ
い
）
さ
ん　

 

鹿
児
島
県　

出
水
市
立
江
内
小
学
校
１
年

小
学
５
・
６
年
生
の
部

村
上　

巧
実
（
む
ら
か
み　

た
く
み
）
さ
ん　

 

兵
庫
県　

川
西
市
立
加
茂
小
学
校
６
年

中
学
生
・
高
校
生
の
部

竹
内　

翔
祐
（
た
け
う
ち　

し
ょ
う
す
け
）
さ
ん 

長
崎
県　

県
立
佐
世
保
北
高
等
学
校
２
年

一
般
の
部

齋
藤　

貴
博
（
さ
い
と
う　

た
か
ひ
ろ
）
さ
ん 

長
野
県
長
野
市

防
災
推
進
協
議
会
会
長
賞
（
４
作
品
）

幼
児
・
小
学
１
～
４
年
生
の
部

樋
口　

実
優
（
ひ
ぐ
ち　

み
ゆ
）
さ
ん 

岡
山
県　

た
ち
ば
な
上
中
野
保
育
園
年
中

小
学
５
・
６
年
生
の
部

髙
木　

真
希
（
た
か
ぎ　

ま
き
）
さ
ん 

静
岡
県　

森
町
立
宮
園
小
学
校
６
年

中
学
生
・
高
校
生
の
部

古
賀　

千
絢
（
こ
が　

ち
ひ
ろ
）
さ
ん 

京
都
府　

洛
南
高
等
学
校
附
属
中
学
校
２
年

一
般
の
部

中
山　

彩
（
な
か
や
ま　

あ
や
）
さ
ん 

長
野
県
長
野
市

※
受
賞
作
品
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

佳
作
（
11
作
品
）

入
選
（
１
９
６
作
品
）

16

松本内閣府特命担当大臣（防災）から賞状授与

防災ポスターコンクール受賞者のみなさん

「第 26 回防災ポスターコンクール」 
受賞作品決定

近衞防災推進協議会会長から賞状授与

受
賞
作
品
は
次
の
U
R
L
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。  
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７
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
小
・
中
・
高
・

大
学
の
４
部
門
に
計
１
０
１
団
体
の
応
募

が
あ
り
、
18
団
体
が
受
賞
。
そ
の
う
ち
、
グ
ラ
ン

プ
リ
や
ぼ
う
さ
い
大
賞
、
優
秀
賞
に
輝
い
た
団
体

な
ど
10
団
体
が
、
１
月
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
発

表
会
で
活
動
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
グ
ラ
ン
プ
リ
】

「
地
域
で
家
具
転
倒
防
止
を
呼
び
か
け
」

徳
島
市
津
田
中
学
校
（
徳
島
県
）

平
成
17
年
か
ら
総
合
学
習
の
時
間
に
防
災
講
座

を
開
講
し
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
３
年
生
は
夏
休
み
に
校
区
の
高
齢
者
宅

を
回
り
、
徳
島
市
が
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

固
定
具
取
り
付
け
の
補
助
事
業
を
紹
介
し
な
が
ら
、

地
震
の
際
、
下
敷
き
に
な
ら
な
い
た
め
に
家
具
固

定
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。
住
民
意
識
調
査
の
結
果
、

他
の
地
域
に
比
べ
校
区
内
で
は
家
具
の
固
定
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と

が
分
か
り
、
生
徒

が
対
策
を
考
え
計

画
し
た
。
２
年
生

は
、
非
常
食
に
な

る
ジ
ャ
ム
を
校
区

の
人
た
ち
に
教
わ

り
な
が
ら
学
校
で

作
り
、
地
域
の
人

に
配
り
歩
い
た
。

【
ぼ
う
さ
い
大
賞
】

「
台
風
を
き
っ
か
け
に
、
子
供
に
も
防
災
力
を
」

12
歳
教
育
推
進
事
業
実
行
委
員
会
（
愛
媛
県
）

平
成
16
年
の
台
風
に
よ
る
水
害
を
機
に
、
子
ど

も
た
ち
に
防
災
力
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
平
成
18

年
か
ら
年
３
回
防
災
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
。
西
条
市

内
の
６
年
生
は
約
１
１
０
０
人
で
、
２
回
は
各
校

の
代
表
、
３
回
目
は
全
員
が
集
い
、
サ
ミ
ッ
ト
宣

言
を
採
択
し
て
い
る
。
今
年
度
の
第
２
回
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
児
童
代
表
約
50
人
が
集
い
、
各
学
校
で

の
独
自
の
活
動
を
紹
介
。
さ
ら
に
子
ど
も
防
災

キ
ャ
ン
プ
で

は
、
非
常
食
訓

練
や
図
上
演
習

な
ど
を
通
し

て
、
防
災
に
関

す
る
知
識
・
技

能
・
判
断
力
・

思
考
力
な
ど
を

身
に
付
け
た
。

【
ぼ
う
さ
い
大
賞
】

「
ハ
ザ
ー
ド
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
で
水
害
を
考
え
る
」

愛
知
県
立
日
進
高
等
学
校
（
愛
知
県
）

６
年
前
か
ら
防
災
教
育
を
始
め
、
東
南
海
地
震

を
想
定
し
た
防
災
カ
ル
タ
や
紙
芝
居
を
制
作
し
、

自
ら
学
ぶ
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
に
防
災
の
大
切

さ
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
き
た
。
今
回
は
、
初
め

て
水
害
の
防
災

教
育
に
挑
戦
。
市

内
を
流
れ
る
天

白
川
が
氾
濫
し

た
場
合
の
浸
水

状
況
を
立
体
的

に
表
し
た
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
ジ
オ

ラ
マ
の
制
作
、
天

白
川
源
流
で
の

住
民
と
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
年

は
洪
水
を
テ
ー
マ
に
、
洪
水
の
怖
さ
や
避
難
の
大

切
さ
を
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
芝
居
「
ま
け
な
い

で
!!
く
る
子
」
を
制
作
し
、
地
元
小
学
校
で
読
み

聞
か
せ
の
出
前
授
業
を
行
っ
た
。

【
ぼ
う
さ
い
大
賞
】

「
防
災
紙
芝
居
で
幅
広
い
層
に
防
災
の
啓
発
を
」

愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
（
愛
媛
県
）

セ
ン
タ
ー
は
平
成
16
年
の
台
風
に
よ
る
豪
雨

災
害
な
ど
を
機
に
、
平
成
18
年
に
発
足
。
当
初

か
ら
防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
、
教
員
ら
が
四
国
各
地
に
伝
わ
る
自
然
災
害
の

教
訓
を
扱
っ
た
「
四
国
防
災
八
十
八
話
」
の
編
集

に
携
わ
り
、
学
生
ら
も
協
力
し
、
小
学
生
向
け

の
紙
芝
居
や
漫
画
も
制
作
し
た
。
平
成
20
年
度
に

は
、
新
居
浜
市
の
小
中
学
生
を
対
象
に
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
う
な
ど
、「
八
十
八
話
」
を

通
し
た
防
災
教
育
を
展
開
し
た
。
昨
年
度
は
、
愛

南
町
内
の
全
小
中
学
校
が
参
加
し
、
紙
芝
居
と

本
を
題
材
に
し
た
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
た
。
約

2
0
0
0
人
の

児
童
・
生
徒
が
参

加
し
、
優
秀
作

品
は
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て

い
る
。
コ
ン
ク
ー

ル
は
今
年
度
も

実
施
す
る
。

1.17防災未来賞｢ぼうさい甲子園｣の取り組み

17

兵庫県では、阪神・淡路大震災の経験を通して学んだ自然の脅威や生命の尊さ、
共に生きることの大切さを考える防災教育を推進し、未来に向けて安全で安心な社会をつくるため、

子どもや学生が学校や地域で主体的に取り組んでいる防災活動を顕彰する事業を
毎日新聞社及び ( 公財 ) ひょうご震災記念 21 世紀研究機構との共催により実施しています。

徳島市内で学習の成果を発表する
津田中学校の生徒たち

西条市の１２歳教育推進事業実行 
委員会の開いたサミット

洪水の怖さや避難の大切さを伝える

紙芝居を使った出前授業風景

ア
ク
セ
ス

ぼ
う
さ
い
甲
子
園
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琵
琶
湖
の
南
東
部
、
野や

す洲
川

沿
い
に
広
が
る
滋
賀
県
守

山
市
。「
小
学
生
の
ぼ
う

さ
い
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
３
年
連
続
入
賞
を
果
た
し
た
「
ふ

け
町
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
」
の
あ
る

浮ふ
け
ち
ょ
う

気
町
も
豊
か
な
水
に
支
え
ら
れ
た

歴
史
の
あ
る
町
だ
。

同
町
の
自
治
会
の
中
に
、「
ふ
る

さ
と
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
た
の
は

２
０
０
６
年
。
町
内
に
住
ん
で
い
る
主

婦
の
長
谷
川
恭
子
さ
ん
が
、冬
季
の
「
火

の
用
心
」
の
夜
回
り
に
子
ど
も
た
ち
の

参
加
を
呼
び
か
け
た
の
が
き
っ
か
け
。

「
最
近
の
子
ど
も
は
、
外
に
出
て
遊
ぶ

機
会
が
減
っ
て
い
て
、
自
分
の
家
族
と

学
校
の
先
生
以
外
の
大
人
と
接
触
す
る

機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
人
た
ち
に

子
ど
も
た
ち
の
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
た
ん
で
す
」
と
長
谷
川
さ
ん
。

夜
の
町
を
「
火
の
用
心
」
と
大
き
な

声
を
出
し
な
が
ら
歩
く
と
い
う
初
め
て

の
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
を
ワ
ク
ワ
ク

さ
せ
た
よ
う
で
、「
今
度
は
い
つ
？
」「
ま

た
夜
回
り
が
し
た
い
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
殺
到
し
た
と
い
う
。

「
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
本

拠
地
や
予
算
も
必
要
と
い
う
こ
と

で
、
自
治
会
内
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
出

発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と

発
足
の
経
緯
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

夜
回
り
を
続
け
る
う
ち
に
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
こ
の
成
果
を
ま
と

め
た
い
と
い
う
希
望
が
出
て
き
た

た
め
、「
ふ
け
町
ふ
る
さ
と
ク
ラ

ブ
夜
回
り
隊
」
と
し
て
応
募
し
た

の
が
「
小
学
生
の
ぼ
う
さ
い
探
検

隊
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
だ
っ
た
。

「
最
初
に
応
募
し
た
２
０
０
７

年
度
は
、
夜
回
り
中
に
見
つ
け
た
、

町
の
危
険
な
場
所
を
ま
と
め
た
防
犯

マ
ッ
プ
で
し
た
。
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
し
、
自
治
会
の
回
覧
板
に
も
載
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
、
夜
回
り
隊
の
メ
ン

バ
ー
が
町
を
歩
く
と
、
あ
ち
こ
ち
で
声

18

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

防
災
マ
ッ
プ
で
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
深
め
る

防
火
の
夜
回
り
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
年
違
っ
た
視
点
か
ら
防
災
・
防
犯
マ
ッ
プ
づ
く
り
に

取
り
組
む
滋
賀
県
守
山
市
の
「
ふ
け
町
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
」。

防
災
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
地
域
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

第5回

2008 年度の「小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」で 
防災担当大臣賞を受賞したマップ

2008 年度のマップづくりでは、一人暮らしをしているお年寄りの防災対策にも着目。
町内の一人暮らしのおばあちゃんにインタビューを行った
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を
か
け
ら
れ
、
ほ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
子
ど
も
た
ち
が
ま

す
ま
す
張
り
切
っ
て
、
２
０
０
８
年
度

は
防
災
マ
ッ
プ
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
」

自
治
会
の
防
災
担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
り
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽

の
位
置
を
確
認
し
た
り
。
ま
た
、
防
災

無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
一
番
離
れ
た

位
置
に
住
む
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

の
家
を
訪
ね
て
、
無
線
の
聞
こ
え
方
や

避
難
経
路
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
充
実

し
た
内
容
の
マ
ッ
プ
が
出
来
上
が
り
、

見
事
に
防
災
担
当
大
臣
賞
を
受
賞
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
を
訪
ね
て
、

い
ろ
い
ろ
お
話
し
を
聞
い
た
と
き
に

は
、
き
れ
い
に
包
ま
れ
た
人
数
分
の
お

菓
子
を
お
土
産
に
頂
い
て
子
ど
も
た
ち

は
大
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
同
席

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
気
配
り

が
地
域
の
伝
統
な
の
か
な
と
感
じ
ま
し

た
。
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
今
ま

で
出
会
わ
な
か
っ
た
人
と
、
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
深
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。
世
代
を
超
え
て
地
域
の

人
々
の
考
え
方
、
習
慣
を
伝
え
て
い
く

こ
と
も
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
の
役
割
だ
と

思
い
ま
す
」
と
長
谷
川
さ
ん
自
身
も
、

防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
発
足
当
初
は
、
自

治
会
館
の
部
屋
に
ゲ
ー
ム
機
を
持
ち
込

ん
で
い
た
子
ど
も
も
い
た
が
、
最
近
で

は
全
員
が
手
ぶ
ら
で
や
っ
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
。長
谷
川
さ
ん
は「
外
を
走
っ

た
り
、
大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
と
き

に
は
防
災
に
つ
い
て
ま
じ
め
に
話
し
た

り
と
い
う
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
き
た

よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
こ

こ
で
楽
し
く
感
じ
た
経
験
を
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
感
じ
て
く

れ
た
ら
」
と
話
す
。
子
ど
も
た
ち
の
顔

ぶ
れ
は
年
々
入
れ
替
わ
る
が
、
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
を
き
っ
か
け
に
子
ど
も

た
ち
が
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
活
動

は
続
い
て
い
る
。

19

私 自身は静岡県の出身です。浮気町には主人の実
家があり、1994 年に引っ越してきました。

東海地震に備えるため、静岡県では防災訓練が非常に
盛んでした。関東では防災の日の 9月 1 日に毎年大規模
な訓練がありますが、浮気町に来た当初は、その日に特
別な訓練がなかったことに驚いた記憶があります。関西
では地震は少ないと思われていましたが、1995 年に阪神・
淡路大震災が発生して意識が大きく変わりました。こち
らでは 1月 17 日が防災について考える特別な日です。
しかし、災害の経験はふるさとクラブの結成にはあま
り関係がないのです。引っ越した当初、知り合いもなく
心細かったのですが、浮気町では地域の人々が日常の生
活の中で助け合うという習慣が残っていて、自然に溶け
込むことができました。子育てに関しても、地域の中で
子どもたちを育てるという考えが根付いています。よそ
から来たからこそ分かる、こうした素晴らしい習慣を、
ぜひ次世代の子どもたちにも伝えることができたら、と考えたことが一番の理由です。また、
地域の交流が、いざという時に役立つのではないでしょうか。

長谷川 恭子 
（はせがわ・きょうこ）

「ふけ町ふるさとクラブ」世話役

防  災 
ちょっとクイズ

防災リーダーの一言

取
材
・
文
：
河
崎
美
穂

（
写
真
提
供
「
ふ
け
町
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
」）

町内の防火設備の調査では、消火用の放水ノズルも実際に持たせて
もらった

急な心臓の不具合が発生した際に使われる、「自動体外式除細動器」のことを、
アルファベット３文字で何というでしょう？

（答えは 23 ページ）

自治会防災担当の方に話を聞きながらマップを作成中
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上
流
域
に
あ
た
る
群
馬
県
で
は
14
日
か
ら
15

日
の
２
日
間
で
、
沼
田
５
５
４
㎜
、
前
橋

３
９
１
㎜
、
藤
岡
４
２
６
㎜
な
ど
の
豪
雨
と
な

り
、
そ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
赤
城
山
を
中

心
に
斜
面
崩
壊
や
土
石
流
が
多
発
し
た
。

赤
城
山
（
標
高
１
８
２
８
m
）

は
火
山
噴
火
物
が
積
み
重
な
っ
て

形
成
さ
れ
、侵
食
を
受
け
や
す
く
、

崩
壊
し
易
い
地
質
構
造
に
あ
る
。

赤
城
山
頂
の
大
沼
か
ら
発
し
、
西

側
斜
面
を
下
る
沼
尾
川
で
は
、
15

日
午
後
、
降
雨
が
い
っ
そ
う
強
く

な
り
、
15
時
頃
山
鳴
り
と
と
も
に

斜
面
が
崩
れ
、
30
分
後
に
は
高
さ

約
10
ｍ
ほ
ど
の
土
石
流
が
敷
島
村

（
現
・
渋
川
市
）
深
山
地
区
を
襲
っ

た
。
被
災
前
は
小
規
模
な
渓
流
河

川
で
あ
っ
た
も
の
が
、
土
石
流
通

過
後
に
深
さ
６
～
10
ｍ
の
切
り
立
っ
た
Ｕ
字
型

の
谷
に
変
貌
し
て
お
り
、
そ
の
侵
食
力
の
凄
ま

じ
さ
を
物
語
っ
て
い
る
（
図
２
）。

一
方
、
そ
の
下
流
で
は
宅
地
や
農
地
に
大
量

の
巨
石
と
流
木
等
が
２
～
５
ｍ
の
高
さ
で
堆
積

し
、
利
根
川
本
川
ま
で
到
達
し
た
土
石
流
は
一

時
流
れ
を
堰
き
止
め
て
、
浸
水
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
土
石
流
の
侵
食
に
よ
っ
て
、
沿
川

の
家
屋
は
一
瞬
の
う
ち
に
流
失
す
る
が
、
削
り

取
っ
た
土
石
も
土
石
流
本
体
に
取
り
込
ま
れ
て
、

そ
の
規
模
を
大
き
く
し
破
壊
力
を
増
す
。
沼
尾

川
で
の
土
石
流
は
侵
食
・
堆
積
過
程
が
沿
川
集

落
の
中
で
発
生
し
た
こ
と
で
甚
大
な
被
害
と
な

り
、
敷
島
村
全
体
で
死
者
行
方
不
明
83
名
、
重

傷
者
14
名
、
流
失
家
屋
１
６
７
戸
の
大
惨
事
と

な
っ
た
。

赤
城
山
南
麓
の
荒
砥
川
で
も
土
石
流
が
沿
川

の
大
胡
町
（
現
・
前
橋
市
）
を
14
時
半
頃
に
襲
い
、

犠
牲
者
72
名
を
出
す
惨
状
と
な
り
、
同
じ
く
南

麓
の
富
士
見
村
（
現
・
前
橋
市
）
で
は
16
時
頃

赤
城
白
川
で
土
石
流
被
害
が
生
じ
て
い
る
。

敷
島
村
で
の
被
災
体
験
者
に
よ
る
証
言
で
は
、

土
石
流
が
侵
食
し
た
谷
間
の
底
か
ら
２
、３
百
年

程
度
は
経
過
し
た
と
思
わ
れ
る
木
材
と
そ
の
下

に
軽
石
層
（
噴
火
物
）
が
発
見
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
、
過
去
の
洪
水
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
樹
木

や
土
石
が
堆
積
し
、
谷
間
を
埋
め
た
渓
流
河
川

が
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
再
び
侵
食
さ
れ
、
被
害

を
拡
大
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

土
石
流
災
害
は
そ
の
土
地
の
地
形
、
地
質
の

特
性
と
と
も
に
渓
流
の
不
安
定
な
堆
積
物
の
存

在
が
素
因
で
あ
り
、
豪
雨
が
誘
因
と
な
っ
て
発

生
す
る
。
土
石
流
扇
状
地
は
平
場
を
作
っ
て
山

村
の
集
落
と
な
る
が
、
そ
こ
は
潜
在
的
な
災
害

地
形
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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1947年9月

カスリーン台風
過
去
の 

災
害
に 

学
ぶ
31

清
水
義
彦
（
群
馬
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）

図１　カスリーン台風での県別死者数
（出典：「写真と新聞で見るカスリーン台風」、上毛新聞社）

図２　土石流により浸食され、谷間と化した状況 
（敷島村（現・渋川市）深山地区）
（出典：「写真と新聞で見るカスリーン台風」、上毛新聞社）

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
９
月
、
秋
雨
前
線
が
本
州
付
近
を
停
滞
す
る
中
、 

15
日
夜
半
に
房
総
半
島
南
部
を
通
過
し
た
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
は
東
日
本
に 

大
雨
を
降
ら
せ
、
関
東
で
は
洪
水
土
砂
災
害
に
よ
っ
て
死
者
数
１
１
０
０
名
、 

家
屋
の
浸
水
30
万
３
千
１
６
０
戸
、
家
屋
の
倒
半
壊
３
万
１
千
３
８
１
戸
の 

甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。

そ
の
被
害
の
多
く
は
、
わ
が
国
最
大
の
流
域
面
積
を
も
つ
利
根
川
流
域
に 

お
い
て
発
生
し
、
15
日
午
後
か
ら
の
上
流
域
で
の
洪
水
土
砂
災
害
、 

16
日
午
前
０
時
20
分
の
北
埼
玉
郡
東
村
（
現
・
加
須
市
）
で
の 

利
根
川
堤
防
決
壊
、
そ
し
て
約
５
日
間
に
わ
た
る
首
都
圏
氾
濫
と
、 

広
域
で
様
々
な
被
災
過
程
が
生
じ
た
。

そ
の

1
利
根
川
上
流
域
で
の
土
砂
災
害 

　
　
　
　
　
　
　
　

―
赤
城
山
の
土
石
流

災害教訓の継承に関する専門調査会報告書
1947　カスリーン台風　http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/kyoukun/rep/1947-kathleenTYPHOON/
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冷
静
な
判
断
と
機
敏
な
行
動
が
要
求
さ
れ
る

震
災
時
に
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？　

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
の
重
要

性
が
喧
伝
さ
れ
る
一
方
で
、
ど
ん
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
必
要
か
の
議
論
は
ま
っ
た
く
不
十
分
で
す
。

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
あ
る
べ
き
姿

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
、「
災
害
時
に
実
際
に
使
え
ま
す
か
？
」

と
質
問
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
質
問

は
本
来
間
違
い
で
す
。
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
目
標

は
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
な
る
と
き
ま
で

に
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
必
要
と
し
な
い
人
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。

現
在
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
抱

え
て
い
る
問
題
を
整
理
す
る
と
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
全
体
の
構
造
と
し
て

は
、

①
仕
事
の
流
れ
が
見
え
に
く
い

②
仕
事
の
量
の
議
論
が
な
さ
れ
て

い
な
い

③
災
害
状
況
（
規
模
、地
域
、季
節
、

天
候
、
曜
日
、
発
生
時
間
な
ど
）

に
よ
っ
て
変
化
し
な
い

④
事
前
利
用
の
機
能
が
弱
い
（
被

害
抑
止
力
や
災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
へ
の
貢
献
度
が

低
い
）

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

災
害
対
応
の
量
や
質
は
、
災
害
状
況
に
よ
っ
て

変
化
す
る
も
の
で
す
が
、
現
在
の
ほ
と
ん
ど
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
こ
れ
が
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
有
事
に
利
用
可
能
か
ど
う
か

ば
か
り
を
重
要
視
す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
者
の

災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
被
害
抑
止
力
の
向
上

を
含
め
た
事
前
（
平
時
）
の
利
用
性
も
重
要
視
す

べ
き
で
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
た
ず
に
行
動
で
き
る

た
め
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
構
成
す
る
個
別
項
目
の
問
題
点

と
し
て
は
、

①
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
理
解
で
き
る
記
述（
５

Ｗ
１
Ｈ
に
、「
誰
の
」
の
Ｗ
と
「
ど
の
程
度
ま
で
」

の
Ｈ
を
加
え
て
６
Ｗ
２
Ｈ
）
に
な
っ
て
い
な
い

②
代
替
案
の
記
述
が
な
い

③
時
間
別
、
部
署
別
の
達
成
目
標
が
欠
如
し
て
い
る

④
個
人
の
経
験
が
組
織
に
遺
伝
す
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
な
い

な
ど
が
指
摘
で
き
ま
す
。

①
の
問
題
の
た
め
に
、
多
く
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
そ
れ
だ
け
を
読
ん
で
も
、
誰
が
具
体
的
に
ど

の
程
度
行
動
す
れ
ば
い
い
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

②
の
た
め
に
、
あ
る
行
動
に
必
要
な
情
報
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
際
に
、
何
を
代
替
情
報
と
し
て
行
動

し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
代
替
案
を
三

つ
く
ら
い
は
用
意
す
べ
き
で
、
こ
の
代
替
案
を
考

え
る
過
程
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
す
。

③
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
発
災
後
の
時
間
帯
別
に
、

そ
の
時
間
帯
に
お
け
る
各
部
署
の
任
務
や
目
標
を

関
係
者
が
共
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
任
務
や

目
標
に
合
致
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
何
を
や
っ
て

も
よ
い
と
い
う
体
制
づ
く
り
で
す
。
④
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
災
害
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
は
災
害
の

実
体
験
を
持
つ
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
す
が
、
災

害
大
国
日
本
で
も
、
時
間
や
地
域
を
限
定
す
る
と

多
く
の
人
び
と
が
実
体
験
を
積
む
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
地
域
や
他
の
人
が
体
験
し

た
災
害
体
験
を
共
有
し
、
将
来
に
向
け
て
有
効
に

活
用
で
き
る
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
細
か
な
約
束
事
の
フ
ァ

イ
ル
で
は
な
い
。
行
動
を
拘
束
す
る
も
の
で
も
な

い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
然
る
べ
き
教
育
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
経
験
を
積
ん
だ
担
当
者
が
そ
の
判
断
に
基
づ

い
て
行
っ
た
行
為
に
対
す
る
責
任
を
保
障
す
る
も
の

で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
現
在
の
一
般
的
な

認
識
は
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
い
れ
ば
後
で
責

任
を
問
わ
れ
な
く
て
す
む
」「
書
い
て
あ
る
と
お
り

に
し
て
い
れ
ば
自
分
の
立
場
が
後
々
問
題
に
な
る
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
で
は
機
敏
な

判
断
や
迅
速
な
対
応
な
ど
と
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ

ん
。
後
手
後
手
に
な
っ
て
当
然
で
す
。

警
察
官
や
消
防
士
が
、
現
場
に
駆
け
つ
け
る
際

に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
っ
て
出
か
け
る
と
か
、
出

か
け
る
前
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
む
、
な
ど
し
て
い

な
い
こ
と
を
ご
理
解
下
さ
い
。
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間違いだらけ 
の防災対策

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
都
市
基
盤
安
全
工
学

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
大
学
院
情
報
学
環
総
合

防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
教
授

目
黒 

公
郎
（
め
ぐ
ろ
・
き
み
ろ
う
）

1
9
9
1
年
東
大
大
学
院
博
士
修
了
、
2
0
0
4
年

よ
り
現
職
。「
現
場
を
見
る
、
実
践
的
な
研
究
、
最
重

要
課
題
か
ら
タ
ッ
ク
ル
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
の
防
災
戦
略
研
究
に
従
事
。

「
災
害
時
に
ど
う
行
動
す
る
か
？
」

役
立
つ
危
機
管
理
・
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
は

ある政令指定都市の防災マニュアルの性能の分析 間違いだらけ 
の防災対策

第5回
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Q病
院
や
福
祉
施
設
（
介
護
老

人
・
児
童
・
心
身
障
害
者
等
）

で
は
、
疾
病
や
体
の
状
態

に
合
っ
た
食
を
摂
る
こ
と
は
生
命
維
持

に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
災
害

時
に
お
い
て
も
「
食
の
質
を
落
と
さ
ず

１
日
３
食
の
給
食
を
継
続
し
て
提
供
す
る
」
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
が
い
か
に
大
変
な

こ
と
か
を
施
設
管
理
者
や
責
任
者
が
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

発
災
時
は
食
材
・
熱
源
・
食
器
・
水
・
人
材
の
確
保
、

洗
浄
や
衛
生
面
、
献
立
な
ど
様
々
な
問
題
が
出
て
き
ま

す
。
自
家
発
電
が
給
食
用
の
熱
源
に
確
保
さ
れ
て
い

る
か
、
2
0
0
ボ
ル
ト
用
の
冷
蔵
庫
に
対
応
す
る
か
、

食
事
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
・
院
内
（
施
設
）
専

用
電
話
・
F
A
X
が
機
能
停
止
し
た
時
の
食
数
の
把

握
方
法
、
配
膳
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停
止
し
た
際
の
配

膳
方
法
、
寝
泊
ま
り
で
災
害
対
応
に
あ
た
る
職
員
の
食

数
の
把
握
な
ど
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
訓

練
を
通
じ
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
細
部
ま
で
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

給
食
施
設
の
早
期
再
開
に
向
け
て
衛
生
面
の
検
査
、

食
材
の
確
保
、

物
資
や
給
食
の

配
送
方
法
等
に

つ
い
て
市
町
村

等
の
関
係
機
関

や
食
品
納
入
業

者
、
栄
養
士

会
、
調
理
師
会

等
と
支
援
内
容

に
つ
い
て
協
議

し
連
携
体
制
を

整
備
し
て
お
き

ま
す
。
配
膳
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
、
地
域
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
も
日
頃
か
ら
交
流
し
て
い
く
な
か
で
協
力
体
制
を

整
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
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もし、一日前に戻れたら…

災害時にも必要だった女性の視点 
（60 代 女性）

被害にあったおばあちゃんのところに、ボランティアの
方にやっと来てもらったんです。でも、そのおばあちゃん
は、結局見てもらいたくないものがあるのか、「女性のボラ
ンティアの人に来てほしい」と、こう言われたんです。
で、市のほうに行ったら、女性のボランティアの人は今

はおらんと言う。仕方がないので、市の福祉課に電話して、
「ばあちゃんが困っているけん、相談相手になってくれんか
ね」とお願いしました。
やっぱり女性の視点が要るというのは、今どこでも教え

られていますよね。部屋の押し入れを片づけてもらう時に

も、女性の物や
何かがあるから
男性では困る。
だからと言って、
女性の力ではモ
ノを運びきれな
いという矛盾が
ありました。
また、災害で

避難した女性が
着替えをする場
所を確保するとか、女性への配慮が必要だということもこ
れから啓発して欲しいと思っています。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

給食を提供している施設の
災害対応には 

何が求められますか？
災害時に給食を提供するために、
市町村の関係職員や外部業者、 
系列施設、所属団体、地域のボラ
ンティアなどの多くの協力が必要
であることを認識しましょう。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 16回

イラスト：井塚 剛

平成 11 年台風第 18 号（平成 11 年 9月）





第 26 回 防災ポスターコンクール

『防災とボランティアのつどい』を開催します。

防災担当大臣賞

第 26 回 防災ポスターコンクール

幼児・小学１～４年生の部
鹿児島県 出水市立江内小学校 1 年

樋口 雄大（ひぐち ゆうだい）さん

防災推進協議会会長賞

中学生・高校生の部
長崎県 県立佐世保北高等学校 ２年

竹内 翔祐（たけうち しょうすけ）さん

一般の部
長野県長野市

齋藤 貴博（さいとう たかひろ）さん

小学５・６年生の部
兵庫県 川西市立加茂小学校 ６年

村上 巧実（むらかみ たくみ）さん

幼児・小学１～４年生の部
岡山県 たちばな上中野保育園 年中
樋口 実優（ひぐち みゆ）さん

一般の部
長野県長野市

中山 彩（なかやま あや）さん

中学生・高校生の部
京都府 洛南高等学校附属中学校 ２年

古賀 千絢（こが ちひろ）さん

小学５・６年生の部
静岡県 森町立宮園小学校 ６年

髙木 真希（たかぎ まき）さん
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